
Ä＝日時　Å ＝会場　Ñ ＝内容　Ç ＝対象・定員　　 ＝持ち物　É ＝参加費（記載のないものは無料）　Ö＝申し込み　Ü＝問い合わせ持

第　　 　 号

中央区役所だより　発行：新潟市 中央区役所 地域課 〒951-8553 新潟市中央区西堀通６番町866番地　電話：025-223-7035

月 日
歴史と文化の薫りただよう、
うるおいとにぎわいのまち
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令和３年（2021年）

〇本誌掲載のイベントの開催状況については、事前に各問い合わせ先に確認してください。　※掲載情報は３月29日時点のものです。
〇イベントの会場では、マスク着用（乳幼児を除く）をお願いします。また、受付などで検温および手指の消毒をお願
いする場合があります。当日、体調に不安がある方は、参加をご遠慮ください。

新潟県内 新型コロナウイルス感染症警報発令中

区の人口 （住民基本
台帳による）

人口…… 174,350人	（－74）
　男………82,764人	（－27）
　女………91,586人	（－47）
世帯……87,682世帯	 （－４）
※令和３年２月末現在の住民基
本台帳による。（　）内は前月末比

4 ４

◆しもまち地域活性化事業【170 万円】
　「しもまち地域」の知られざる魅力を、若い世代へ向けて編集・発
信することで、人の交流・流入の定着を図ります。

◆レッツ トライ！糖尿病予防事業【162万８千円】
　区の健康課題である糖尿病を予防するため、講座
の開催や動画配信などを行います。

◆みんなでつながるにっこにこ子育て応援事業【523万円】
　妊娠期から子育て期まで、専門職による切れ目のない
支援を行います。また、新たにオンラインによる妊婦個
別相談を実施します。

◆赤ちゃん誕生お祝い会支援事業【52万円】
　子育て中の保護者と地域住民の交流を
図る、赤ちゃん誕生お祝い会の開催を支
援します。

◆話そう・つなごう・あなたの想い　終活きっかけ作り事業【110万２千円】
　1人暮らしや身寄りのない高齢者をはじめ、誰もが人生の最終段階における医療
やケアについて事前に考え、家族や知人と共有することの大切さを周知します。

◆防災人材育成・地域づくり事業【480 万円】
　避難所運営に関する講習会などを開催し、防災資
機材などに対する助成を行います。また、地域によ
る津波自主避難マップの作成を支援します。

◆犯罪のない地域づくり事業【74万円】
　主に高齢者に向けて、特殊詐欺に対する注意を
喚起します。

◆まちなか発にぎわいプロジェクト【120万円】
　中央区役所の「門前」であるNEXT21アトリウムで、地域の情報発信やイベ
ントを行うほか、対象エリアを古町・本町まで拡充しながら、まちなか活性化の
契機を作ります。

◆鳥屋野潟環境啓発事業「とやの物語」【330万円】
　鳥屋野潟の認知度と環境意識を高め、都市と自然
豊かな水辺が共生するまちづくりを推進するため、
学校への出前講座や映像教材作成などの環境啓発事
業を行います。

◆区民協働森づくり事業【556 万円】
　防風対策を図るため、新潟島の海岸林の重要性を
周知するほか、海浜植物園周辺に松くい虫に強いク
ロマツの植樹などを行います。

◆地域のお宝！再発見事業【192 万円】
　市民・区民が地域への関心を深めるきっかけにな
るよう、新潟シティガイドの解説付きまち歩き（えん
でこ）の実施や、SNSなどを活用した区民自らが地
域の魅力を発信する企画を行います。

◆みなとまち新潟　伝統的産業 PR 事業【380万円】
　区の伝統的産業である新潟漆器や発酵食、みなと
まち新潟の繁栄を象徴する古町芸妓を PRすること
で、区の魅力を次の世代へ継承し、これらの産業の
振興を図ります。

　区の魅力と特色を生かしたまちづくりを進めるために実施する、中央区の令和
３年度予算の概要を紹介します。
　地域の皆さんと連携・協働しながら、区ビジョンまちづくり計画に示す４つの目
指す区の姿に沿った事業に取り組み、「歴史と文化の薫りただよう、うるおいとに
ぎわいのまち」を目指します。　Ü 総務課管理財務グループ（☎ 223-7082）

安心してすこやかに暮らせるまち

水と緑が調和したやすらぎのあるまち

未来につなぐ歴史・文化のまち

その他の主な事業

令和３年度

中央区の予算の概要

◆区自治協議会提案事業【150 万円】
　区自治協議会が、地域の課題解決や活性化につながる取り組みを提案し、
深掘り調査や効果検証するためのモデル事業などを行います。

◆松くい虫防除事業【3,560 万円】
　松くい虫による松枯れ被害を収束させるため、被害木の伐倒駆除および植
栽などを行います。

◆山潟地域コミュニティ施設整備事業【50万円】
　本市設置のコミュニティ施設がない山潟中学校区内に、新たに同施設の整
備を行うため、基本構想を策定します。

新規
段ボールベッド

魅力的で活力あふれる拠点のまち
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